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■11月10日、映画俳優高倉健さんが83歳で死去。■俳優とじての役柄と、健さ

んの人柄が重なり、どの新聞でもテレビ、雑誌でも絶賛の追悼ばかりです。嘆馳
「一本気で、良心や礼節をわきまえた日本の男」「無骨で不器用で一途」「律儀で飾

らない人柄」等々。■でも、健さんのファンとしてなにか一言でも「平和」

や「憲法9条」についての言葉など、聞きたかったなと思っていますが･・・

〈布絵＞布絵は古藩や裁ち屑の布で制作し､四季
それぞれに､どこか懐かしさを感じさせる作品ばか

りですが､カラーでお見せできないのが残念です。
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▲青田さんご夫妻
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■11月16日（日）の南相馬市議会議員選挙で選ばれた新議員さんたちです。ご当選おめで
とうございます。■私たち市民にとって最も身近な政治家ですから、直接でも電話やお手紙で
も、意見や要望をどんどんお願いしたいものです。 （▼2014年11月17日『福島民報』より）
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